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   栃木西部地域まちづくりセンター 



別記様式 

会 議 録 

会議の名称 令和６年度 第１回栃木西部地域会議 

開催日時 令和６年４月１６日（火）１９時００分 開会  １９時５７分 閉会 

開催場所 皆川公民館 大研修室 

出席者氏名 別紙１のとおり 

欠席者氏名 別紙１のとおり 

事務局職員職氏名 別紙１のとおり 

その他出席者等 別紙１のとおり 

会議事項 別紙２のとおり 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

傍聴人の数 ０人 

その他必要事項  

会議の経過 

発言者 議題・発言内容・決定事項 
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会長 
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副会長Ａ 

１ 開会 

─ 開会 ─ 

 

２ あいさつ 

酒巻会長あいさつ 

地域振興部長あいさつ 

 

３ 議事 

栃木市地域づくり推進条例第９条の規定により酒巻会長による議事進行。 

 本日の出席委員数について事務局に報告を求める 

 委員総数１５名中出席委員数１３名出席と報告 

 過半数以上の委員の出席であるため、会議の成立を宣言 

 

(1) 令和７年度実施 地域予算提案事業案について 

・資料１－１、２、３に基づき説明 

 前回会議で確認した、優先的に実施したい事業についての話合いを受け、正

副会長協議の結果による最終候補案を提示。 

  全体事業   ・小中学校への防犯カメラの設置 

         ・栃木北中学校 校歌ＣＤ作成 

         ・栃木西部熟くり塾の開催（継続事業） 

  各地域の事業 ・皆川城址公園に関する照明設置 

         ・寺尾ふれあい水辺の広場への植樹とベンチ設置 

＜質問・意見＞ 

・防災無線をつかって校歌を流すことについて、以前は可能と聞いていたが、
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事務局 
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会長 
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副会長Ｂ 

委員Ｃ 

 

委員Ｄ 

 

 

 

委員Ｃ 

 

副会長Ａ 

事務局 

 

委員Ｅ 

 

事務局 

 

出来ないのか。 

・防災無線の担当課である危機管理課からは、西部地域にのみ校歌を流すこと

は技術的には可能だが、緊急時の対応としての防災無線の本来の目的から外

れてしまうため、難しいとの回答をもらっている。今後の地域会議の協議内

容によっては、引き続き担当課へ要望していく。 

・栃木市民の歌を流す時間に校歌を流すことはできないのか。 

・技術的には、西部地域だけ入れ替えることは可能。 

・通学の時間帯に流すことはできるか。 

・防災無線で情報を流す時間は原則決まっている。17時の栃木市民の歌は無線

の動作確認のために流している。 

・地域の境目では違う地域にも流れてしまうことになる。 

・防災無線を身近に感じてもらうチャンスでもあると思う。 

・１週間、１ヶ月と短い期間でも流すことで、新しい中学校を地域で盛り上げ

ることができるのでは。 

・校歌ができあがるのは早くても令和７年１２月頃と聞いている。まだ校歌が

できていないので、その時になったら改めて検討したい。 

 

 

・資料１－３に基づき説明 

 概算見積もりを基に、大まかな予算配分を確認。 

 

＜質問・意見＞ 

・概算見積もりでは４６万円が余るが、今後細かな計画を立てる中で金額の上

下はあると思うので、予算が余るから別の事業を、というのは今のところは

考えていない。 

・吹上地区の事業が無くなるが良いのか 

・以前の会議の中で、ゴミステーションにイラストによる分かりやすい分別方

法等の案内を設置するということが提案されていたと思うがどうか。 

・ゴミカレンダー等は広報と共に配付される。自治会に入っていないと配付さ

れないので、何曜日に何を出せばよいかが分からないのだと思う。そういっ

た方にも分かるように、イラスト入りの看板をゴミステーションに設置する

という提案がされていたと思う。 

・ゴミカレンダー等を本当に必要とする、ゴミの出し方が分からない方のとこ

ろに渡っていない。 

・事業所が、雇用している外国人に配付してくれるのか。 

・千塚産業団地連絡協議会が、団地内に在籍する外国人を把握することが可能

とのことなので、協議会と調整のうえ配付することになる。 

・外国人が多いというと大平だと思うが、大平ではどのように対応しているか

参考にするのも良いと思う。 

・ゴミステーションに案内を設置するという提案に対して、担当課であるクリ

ーン推進課からは、ゴミの分別は家庭内で行うものであるため、ゴミステー
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ションへ掲示する効果は低いと考えるとの回答をもらっている。 

・大平等、外国人の多い地域のゴミの対応については、確認し、参考となるも

のがあれば今後提示させていただく。 

・公民館屋外設置の時計についてはどうなったか。 

・各地域で他に希望する事業があったので見積り等は取っていないが、今後の

協議次第で、時計設置を優先したいということであれば、事業化に向けて動

いていく。 

 

（２）令和６年度栃木西部熟くり塾（まちづくり塾）の開催について 

・資料２－１、２－２に基づき説明 

・昨年度、令和６年度実施事業として継続事業である西部熟くり塾開催事業を

提案した。 

・熟くり塾は平成３０年度からの継続事業であり、全ての年度で「特定非営利

活動法人ハイジ」への委託により実施してきたため、過去の経緯に明るく、

講座開催実績が豊富である、ハイジへの委託とする案を提示。 

 

・事務局より令和６年度栃木西部熟くり塾は「特定非営利活動法人ハイジ」に

委託したいと提案があったが、このことについて質問はあるか。 

＜質問等なし＞ 

・委託先を「特定非営利活動法人ハイジ」とすることでよろしいか。 

＜異議なし＞ 

・令和６年度委託先を「特定非営利活動法人ハイジ」とする。 

 

・講座のテーマをどのように決めるかについて今後の会議の流れを提示。 

・次回の会議では今年度どんな課題をテーマとして熟くり塾を開催するかを検

討する。 

・これまでの会議で課題としてきた内容でも、まだ出てきていない課題でも構

わないので「このテーマでの講演を希望する」という要望を、次回の会議で

確認する。 

・その結果をもとに今年度の内容の案を委託先より提示してもらい、３回目以

降の会議で委員へ提案し、協議していきたいと考えている。 

 

・事務局からテーマ決定の流れについて提案があったが、このことについて質

問等はあるか。 

＜質問・意見＞ 

・廃校利用については一定の道筋が見えるまで継続して講座を開催するのが妥

当ではないかと考えている。 

・地域の活性化、地域をどうやって盛り上げていくかというのもテーマに入れ

てほしい。 

・前年度の熟くり塾を通して参加の年齢層が高かった印象がある。３回とも子

どもとその親が参加できるような講座があれば、幅広い世代、より多くの住
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事務局 

 

 

 

事務局 

 

民に参加をしてもらえるのではないか。 

・地域の団体役員等は長年同じ方が続けていることが多く、当然ながらその方

たちも年々歳をとっていくので、若い方たちに参加してもらわないといつか

立ち行かなくなる。吹上地区の自治会連合会では、各団体の持続可能な仕組

みづくりについて、何とかしたいと考えている。そういった内容についても

講演してもらえるとありがたい。 

 

・テーマについては次回以降に話し合っていくこととする。 

 

 

４ その他 

・栃木市市民会議委員の継続確認について 

 ・令和５年４月１日～令和７年３月３１日の任期で酒巻会長にお願いしてい

たものであるため、令和６年度も酒巻会長が継続するとして担当課に報告

する。 

・栃木西部地域会議だより第 17号の発行について 

 ・広報とちぎ４月号に折込みで配付した。 

 ・令和５年度実施の皆川地域案内看板設置事業については、事業完了が掲載

に間に合わなかったため、次号以降に掲載する。 

 ・栃木西部地域会議だよりは、今年度も２回発行予定。 

 

・自主防災組織補助金の拡充・防災士資格取得費の補助について（情報提供） 

 ・危機管理課からの情報提供として資料を配付。 

 

・第２回栃木西部地域会議について 

・令和６年５月１４日（火）１９時００分から 吹上公民館にて開催予定。 

 

５ 閉会 

── 以上、何も無いことを確認 ── 

── 閉会 ── 

 

（会議終了時刻 １９時５７分） 

 



別紙１ 出席者及び事務局 
 

<出席者（委員）> 

会 長 酒巻 幸夫 

副会長 中島 元一    副会長 峰岸 晃一 

委 員 厚木 秀夫    委 員 宇佐見 まり子  

委 員 門沢 イミ子   委 員 毛塚 豊子 

委 員 石沢 恵一    委 員 正田 秀雄 

委 員 鈴木 加織    委 員 関口 みよ子 

委 員 棚橋 利行    委 員 吉田 美奈子 

 

<欠席者（委員）>  

 委 員 小池 祐也    委 員 蓼沼 善雄  

 

<事務局> 

飯島 洋子 （吹上公民館長兼栃木西部地域まちづくりセンター所長） 

長澤 紀恵 （皆川公民館館長） 

佐藤 光三 （寺尾公民館館長） 

石原 睦月 （吹上公民館主査） 



別紙２ 会議事項及び配付資料一覧 

 

<会議事項> 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議 事 

(1) 令和７年度実施 地域予算提案事業案について 

(2) 令和６年度 栃木西部熟くり塾の開催について 

４ その他 

・ 栃木市市民会議委員の継続確認について 

・ 栃木西部地域会議だより 第 17号の発行について 

・ 自主防災組織補助金の拡充・防災士資格取得費の補助について（情報提供） 

・ 第２回栃木西部地域会議について 

５ 閉会 

 

<配布資料一覧> 

 ・ 第８回西部地域会議協議経過まとめ 資料１－１ 

 ・ 栃木西部地域会議 令和７年度実施分 地域予算提案事業検討資料 資料１－２ 

 ・ 第５回栃木西部地域会議 正副会長打合せ まとめ 資料１－３ 

 ・ 栃木西部地域会議まちづくり塾(栃木西部熟くり塾)について 資料２－１ 

 ・ 栃木西部熟くり塾 開催実績 資料２－２ 

 ・ 栃木市市民会議委員の継続確認について 資料３ 

 ・ 令和６年度栃木西部地域会議開催日程 資料４ 

 ・ 栃木西部地域会議だより第１７号 

 ・ 防災士の資格取得費を補助します・自主防災組織活動補助金を拡充しました 

 


